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シリーズ「妄浜の文化財」③

匂丁オ旨え言己イ念物

指定年月日 平成g年8月27日
所在地長浜町大字穂積

所有者矢野正興

つ ば 主 (天然記念物)

穂積の矢野氏宅跡地にあるこのツバキは、大洲近辺に見られる特色の

あるもので種名を「絞り乙女」といわれており 、樹高約7.5m、腰高約

2.0m、樹齢は約400年と推定される古木です。

花は紅白の絞りがほとんどですが、よく見ると白、紅のものもあり 、

五色に咲き分けるといわれています。八重咲きですが、中には列弁のも

のも見られ、 また、雄 ・雌蕊とも無い等珍しいものです。開花期は 2-

3月頃で、容姿もよく樹勢も旺盛な大木です。
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。
{保障料の額]
本来の保険料の基準となる額は、介護サービスの費用の約自分の 1(平均17%)を、基本的に長浜町に
お住まいの65歳以上の方の人数で曹IJった額に立っています。
また、この額は、長浜町の介護サ←ピヌの量に応じ、 3年ごとに定められることになっています。

噴砂現在の長浜開のf果関料基準額{志、年額3D，'!00円です。
それぞれの方の保険料は、無理なくご負担いただけるよう、所得に応じた額を負担していただ

くことになっており、これは年金の額だけではなく、給科や事業による所得などすべての収入を

もとにきめていま寸。例えば、世子;;ニに住民税が課税されている万がいない場合などには、本市と

なる保険料から軽減されることになっています c

〔所得{こTISじた{呆険料の額〕

「 軽減

Iーー一一一寸 本人住民税

世帯住民税非課税の方

!-J 

A>，_一一一

本人が住民税を
納めている方仁 i ; 非課税の方

軽減きれる方 |基準額を支払う方| 劃り増しの保険料を支払う方

生活保護の受給者、 -I-I+-A!=!+-，¥'十 |本人が住民税課税で本人が住民税課税で| 世帯全員が |本人が |ム三 は会 J
老齢福祉年金難者| 住民税非課税 lb税非課税 |口叫得金額250万合計百倍額250万
(住民税世帯非課税)IIl-VIJL7t-1J/I"IJL IIl-VIJldt-IJ/I"IJL 円未満 円以上

基準額XO.75 I ~準額X1o I 基準額x1.25 1 準額X1U

〆一(車内め思れに注意!] ----------一一

保険料を滞納している方がサ ピスを利用する場什は、原則として

命 1年以上の滞納の場合には、いったん、サービスの費用全額を支払っていただい
た上で、町で、事後的に費用の 9割の払い戻しを受けることになります。・1年 6か月以上の滞納の場介には、滞納している保険料の粧を給付される金額か
ら差し引くことがあります。

.65歳からの保険料を長期間滞納していた場合には、その期間に応じたム定期間、

保険から給付される額がサービスの買'用の 9割から 7割に引き下げられるほか、

高額介護サービス費の支給も受けられなくなります。保険料は必ず納めましょう。
2 . 
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協議事官

(議器購賦上)

介護保険では、介護を冨畏みんなで支えるため、原則として40歳以上のすべて
の方に、保障料を納めていただいていますが、平成13年 10月から高齢者 (65歳以
上)の方も、本来の保j噴料を納めていたた、ぐことになります。

65議以上母方(第1号 料について

65歳以上の方の介護保険料は、介護保険の新しいサ ピスの利用の仕方などに慣れ、理解を深

めながら保険料を負担していただけるよう、平成12年4月から9月までの半年聞は、保険料を納め

なくてよかったり、平成12年 10月から平成13年9月までの1年間は、本来の保険料の半額を納めて

いただくなど、特別対策がとられています。しかし、平成13年 10月カ、らは本来の保険料を納めて

いただくことになります。

よ| 保険料が軽減された分は
斐| 国が負担します!
茶|保験料を
聾i納めえまくて|
属!よい期間 | 本来の!保険料の
お 半額をi納める
額 期間
_j_ 1l  
A 
平成12年
4月

A 
平成12年
10月

A 
平成13年
4月

E保険料の納め方]

A 
平成13年
10月

企
平成14年
4月

企
平成15年
4月

保険料の納め方は、年金からの天引き(特別徴収)と、区の徴収時又は、国座撮替での納付

(普通徴収)があります。

輪年金からの天引き(特別徴収)
老齢・退職年金が年額 18万円(月額 1万5千円)以上の方

2か月ごと (2月、 4月、 6月、 8月、 10月、 12月)に支払われる

年金から、支払いごとに、 2か月分の保険料が天引きされます。

※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金からは天引きされません。

電静区の徴収時又{ま%国産振替での納付(普通徴収)
O遺族年金や障害年金受給者
。年度途中で65歳に到達した方

0年度途中で転入された方

上記の何れかに該当する方は、年金から差し引〈ことができませんので、

区の徴収時又は、口座据替で納めていたた、くことに立っています。

-3-



八
月
四
日
、
第
五
固
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

長
浜
海
水
浴
場
で
は
、
恒
例
の
御
輿
海
上
渡
仰
に
引
き
続
い
て
、
昨
大
に
餅
撒
き
、

宝
撒
き
が
行
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
「
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会
」
で

愛
好
者
ら
が
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
広
場
で
は
、
水
清
撮
影
会
や
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ

l
畏
一
不
が
一
行
わ
れ
た

ほ
か
、
ピ
ッ
ク
バ
ン
ド
ト
リ
オ
出
奏
、
嵐
太
鼓
演
奏
、
チ
ピ
ッ
コ
の
ど
白
川
区
大
会
、
生

年
踊
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
グ
ン
ス
な
ど
盛
り
、
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
時
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
赤
橋
上
で
は
、
今
凶
新
企
画
の
「
赤
橋
綱
引
き
大
会
」
が
行
わ
れ
、

出
場
者
ら
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
約
千
五
百
発
の
花
火
が
佼

空
を
彩
り
、
家
族
連
れ
な
ど
訪
れ
た
大
勢
の
ひ
と
た
ち
の
視
線
を
釘
付
け
に
し
て
い
ま

し
た
。な
お
、
各
催
し
も
の
の
入
賞
苫
芋
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
。
順
不
同
)

草野車γ

宜

撒

き

〔
大
鯛
】
山
岡
修
平
一
r

沖
浦
)

善戦した役場チ ム(プラス助っ人の方々多数)

【
大
磯
(
海
の
幸
セ
ッ
ト
)
〕
石
同
小
人
輝
、

佐
藤
昌
弓
、
井
上
洋
一
、
山
本
陽
子
(
長

浜
」
佐
々
木
笑
ァ
ナ
、
次
家
幹
江
、
山
田
誠

(
沖
浦
)
東
辰
市
川
(
人
f

坊
)
福
原
政
成

(
白
滝
)
大
野
好
長
(
下
須
戒
)
青
木
美

都
男
、
真
鍋
僚
、
真
鍋
な
お
と
(
大
洲
市
)

清
水
唯
、
新
良
美
紗
都
、
久
徳
信
太
郎
、

半
井
一
止
人
(
松
山
市
一
応
原
修
大
(
大
阪

府
)

大鯛を拾い当でた山田君

漁船からの餅撒き

チ
ビ
ッ
コ

ど
自
撞
犬
舎

〔
う
ま
か
っ
た
で
貰
}

小
川
瑞
・
稲
本
彩
・
漬
田
早
紀
(
長
浜
小
)

〔
ハ
ッ
ス
ル
賞
〕
尚
同
あ
り
さ
・
一
バ
同
口
裕
・

浦
上
奈
津
未
聞
大
八
八
円
安
黒
・
日
高
早
紀

(
長
浜
小
)

〔
一
冗
気
だ
っ
た
で
賞
〕
別
宮
早
紀
・
京
悠

里
・
山
本
裕
子
・
上
満
麻
未

(FH
滝
小
)

〔
か
わ
い
か
っ
た
で
賞
〕

流
出
幸
・
笹
本
町
a

小
問
主
(
長
浜
小
)

{
ユ
ー
モ
ア
賞
}

武
内
沙
紀
・
東
祥
代
・
武
出
倫
尖
(
長
浜

づ
)

ムチビッコのど自慢大会に出場した子どもたち(順不同)



調
会場にゴジラ上陸!

蓮
まは
つま
り罪
俳播
句
大
ぷ語、
:z<¥:' 

〔
長
混
可
長
賞
〕

病
名
を
一
一
ヲ
ん
ず
団
一
扇
の
風
送
る

今

坊

矢

野

呂

門
霊
場
新
聞
社
賞
〕

白
岡
像
の
青
年
は
父
カ
ン
ナ
燃
ゆ

白

滝

清

水

禎

子

赤橋綱引き大会で勝利を収めた女性団体連絡協議会チーム

〔
長
浜
町
議
会
議
長
賞
】

風
入
れ
て
風
ご
と
か
ぶ
る
夏
帽
子

白

滝

久

保

裡

子

〔
長
浜
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
〕

焼
茄
チ
の
皮
は
が
れ
居
り
原
爆
忌

豊

茂

菊

地

徹

〔
長
浜
問
中
央
公
民
館
長
賞
〕

人
生
は
ほ
ど
ほ
ど
が
良

L
青
簾

曲

豆

茂

藤

岡

蓉

子

〔
長
浜
町
文
化
協
会
畏
賞
〕

嬉
し
さ
を
隠
し
き
れ
な
い
史
帽
子

ム

ー

坊

中

見

貞

子

門
田
長
官
官
尻
町
観
光
協
会
長
賞
〕

歯
応
へ
の
あ
り
て
回
舎
の
冷
奴

宇

和

町

鈴

木

弥

生

〔
訟
が
は
ま
罪
播
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

実
行
委
員
会
長
賞
〕

盆
僧
の
地
図
を
は
み
出
て
我
が
家
あ
り

吉

田

町

井

ト

L

論

天

【
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

実
行
委
員
会
賞
】

跳
ね
橋
を
矢
の
ご
と
抜
け
て
夏
燕

野

村

町

井

関

し

げ

る

農
継
が
ぬ
子
の
帰
り
来
て
代
田
掻
く

白

滝

平

井

松

f

帰
省
子
に
は
鏡
舌
で
あ
り
に
け
り

野

村

町

佐

藤

比

呂

志

幾
た
び
も
眼
鏡
を
は
づ
す
大
暑
か
な

士

口

旧

町

清

水

十

藻

子

応援にも熱が…
子

涼
し
さ
や
生
家
に
残
る
通
し
十
一
間

L
L

老

松

山

石

本

勝

式

炎
天
下
土
工
ド
リ
ル
キ
一
休
ま
せ
ず

八

幡

浜

市

山

本

敏

子

茅
の
輪
く
ぐ
り
で
息
災
を
う
た
が
は
ず

八

幡

浜

市

武

内

美

津

子

又
の
び
し
一
平
均
寿
命
と
こ
ろ
天

内

子

町

大

島

慧

子

浴
衣
着
て
う
し
ろ
主
人
と
褒
め
ら
る
る

内

子

町

高

藤

上

下

子

赤
橋
の
火
の
う
き
そ
ろ
な
酷
暑
か
な

五

十

崎

町

都

築

仙

犀

水着撮影会バンド演奏

嵐太鼓演奏大和小児童による豊年踊りヒップホップダンス

ーらー



2% 140 選挙区投票率間

七
月
二
十
九
日
、
第
十
九
同
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
、
町
内
十
四

か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
区
選
挙
の
当
日
有
権
者
数
は
七

は
別
表
参
照
)

ま
た
、
同
日
午
後
八
時
五
O
分
か
ら
、

町
体
育
館
で
選
挙
区
、
比
例
代
表
の
順

で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
区
選
挙
の
各
投
票
所
で

6 

冨投票結果選

第 1投票区
長浜町体育館

第

須

第 2投票区
長浜町ふれあい会館

第 3投票区
長浜町しおさい館

第 7投票区
小浦団地集会所

第 8投票区
沖浦公民館

民

投

公
6
沢



A識で運 ~~ ! 官問問事~
~出世紀伝おけあ閏毘健蟻づくり運動~

総死亡に占める生活習慣病による死亡の割合

生活習慣病
62.3% 

むがん(悪性新生物)は日本人の苑圏の第1位ff
依然として死亡率の高い『がん』ですが、近年の医療技術の

進歩によって、半期がんであれば十分治療口J能な病気になって

きました。

がんを早胡に発見するため、年に1回は必ずがん検診を受け

ましょう。また、生活習慣の改善にも心がけ、がんを予防しま

しょう。
糖尿病
1.3% 厚生省[，、口動態統計J/平成10年

がん予防には @欧米で多いタイブのがんが急上昇
生活習慣の見臨しが大事f 日本人に多い胃がんや子宮がんの死亡率が減少する一

方で、大腸がんや乳がんが増加しています。これらは脂

肪の過剰摂取など、食生活の欧米化が原因と考えられま

-9 C' 

さお今白書官喝議行電事!

。とんな所にがんの芽が…。心あたりはないですか? あなたのがんの危険性は?

2 i脂肪分の摂り過ぎ
(特に動物位脂肪)

I 3 I体脂肪の増加
l (肥満)

I 41早食

不

煙

j酉

発がんとの関係 | 

大食塩が傷つけた胃や食道の粘膜に発がん物質が入り込み、がんが発生しやすくなる。 i

事者脂肪を摂り過ぎると、それを消化するための胆汁がたくさん山て、大腸に流れ込み、そ
こで発がん促進物質へと変化する。

突発がん物質は脂肪の中にたまりやすい。
女体脂肪が増えると、ホルモンの関係で乳がんの危険性が高まる c

女良べ物をよく U菌まないで食べる人は、だi夜の中の発がん物質を消す酵素が出にくいので、
発がんの危険性が高まる。

申11
『結按は今でも日本最大の感染症です』

舗犠予防週間

弱月 24日 ~30臨

母 3年連続Lて結核は増えつづけています。 命 長引く風邪や岐には注意しま L上ろ 0

.静学校・老人施設・病院などで集団感染が多 輔赤ちゃんには必ずBCGの接種を c
発していま寸。(なるべく 1歳までに)

事 結核の増加は老人の再発も韮要な要素です。

-7-



b 
ITJITJc晴 通{雷按術)

任命用、~12月〉
官事呈ガ

1 T (情報通信技術)講習会(] O)J ~ 1 2月)の日程が以下のとおり決まりましたのでご

案内いたします。なお、 10月から、塾講定員に満たない讃~rこ限り再受講することができるよ

うになりました。受講定員は全ての講座20名としておりますが、はじめて受講される方を優先

し、再受講される方で定員を走査えな場合は再受講者の方のみ抽選により受講決定しますのでご

了承〈ださい。

E申込方3去〕長浜町教育委員会、ふれあい会館、今川の講習会場となる各公民館で下記事項
を所定の用紙に記入していただいて巾し込みを受け付けるほか、後日愛授県から新聞折込で配

布される r1 T講習」交講者応募チラシ付属のハガキでも云け付けます。なお、再膏講される
方は申込用紙に必ず「再J と記入してぐた、さい。

E申込受付期間】申込受付は 9月 10自(月)から行います。応募者多数の場合、抽選と
させていただきます。(下表締切日必着) なお、 1講座へのお申し込みはお 1人 1通とさせて

いただきます。(1講座への複数の申し込みが判明した場合は、 2;ill目以降は無効とさせていた

だきます。そ講が決定すると、受講決定通知が送付されます。)また、再受講される方でテキス

トをお持ちの万は持参してください。先生くされている場合はテキスト代 500円が必要です。

平成13年度 (10月 ~12月) I丁講習会日程表

月 火 I.水 木 金 土 日 8寺 間 場 所
申込締切日
(必着)

2 a 4 ち 6 位間 (19:00~21 ・ 00) :今坊公民館
2 3 4 5 6 夜間 (19:00~21:00) 長浜町体育館

6 7 
長浜町体育館|思間(9:00~ 12:00) 

10月
13 14 

9月21日(金)
15 16 17 18 19 20 |夜間 (19:00~21:00) 出海公民館

22 23 24 25 26 27 l 授間 (19:00~21:00) 沖浦公民舘
ト

22 23 i 24 27 夜間 (19:00~21:00) 豊茂公民館

29 30 31 11/1 昼間(9:00~12:00) 白滝公民館

5 6 7 8 I 9 10 I 佼間 (19:00~21:00) 
大長浜和町公体民計館同! 

12 13 14 15 I 16 17 夜間 (19:00~21:00) 
ト

白滝公民館 110月26日(金)11月 26 ! 27 28 29 I 30 12/1. ..--i夜間 (19:00~21:00) 

28 29 | 思閏( 9:00~12:00) 長浜町体育館
12/11 1 夜間 (19 ・00~21:00) r26 127 28 29 I 30 長浜町倖育館

3 4 5 6 I 7 I 8 I 夜間 (19:00~21:00) 大和公民館
12月 I 10 11 12 |夜間(19 ・00~21:00) 長浜町体育館 I11月22日(木)

一 8-



{ふれ机も会館搭より¥戸籍瓦お古Z十十
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女性の健康相談
【日時] 9月 20日(木〉

長浜手編み会
作品展

長浜手編み会の皆さんが、一 午後4時-5時

計一針一了寧に編みヒげたセーター {場所1大川|保健所

第 2種

施設や設備の賃借に要する費

用の%・・・限度額は、中途障害者

1人につき月額]3万円(3年間)

2 重痩中途障害者
職場適fn吉助成金

(短時間労働者の重度身体障害

ヤベストなと秋冬物の編み物作 思春期保健相談 者及び4時以上の身イ本障害昔を
、約50};'!:が展示されます。

【期間 10月 10 日~ 2 1日 I日時] 9 fJ 2 7日(木) 合札
(月曜日休館:午前 9時~午後 午後 1 峠~4 時 中山ドf，r~害者 1 人につき、月額 3
5時) [場所1大洲保健所 万円<短時間労働者 2万円>

E場所】ふれあい会館ギャラリー ※上記、とも仁要電話予約。無 ( 3勾ー間)

一一間 判仁
Eお問い合わせ) (社)愛媛県

環器磁器翻蝿臨時諦部蝿醐額融臨麟A L Eお問い合わせ・予約先1大判 l草害著塵南促進協議ぐ霊安σ89-9玄
室新回増改築家屋を ム 1-7131)まで口
滋 1窓越間f(B:24 - 3 ♂ず 5)遣さ<:'0
童 謡査します購蹴概略嚇畷監獄鰍繍躍舷繍蹴轡蜘繍醐糊A路 2描概嚇臨僻棚

岨技場税務謀では、画定員産許E事業主のみなさんヘ ミ自分の車は自分で守る!
価のためしこ、今年新築または増車障害者雇愚継続 重点議室重構を
改築された家屋しこついて、実地主 助成金のお知らせも 実癒しましょう
調査を行しミます o 'M 

事 業主に雇用された徒に、労

働災害・交通事散等により身体

障害者となった労働者(いわゆ

る中途障害者)を継続して)信用

するために必要な、施設の設置、

職場復帰を促進するために職場

適応措置等を笑施した事業主に

対して、費用を助成する制度で

す。

なお、この実地調査と同時に

滅失家屋(取り壊した家屋など)

の調査も行いますが、滅失の登

記をしているものを除いて申告

がなかった場合、取り壊された

家屋が調査漏れとなり、課税さ

れる恐れがありますので、該当

家屋のある方はおJ早めにご連絡

ください O

{調査期間】平成 13年 9月下

旬一平成 11年 1月中旬まで

i対象家屋]平成 13年 1月 2
日以降に新・増改築した家屋及

び取り壊された家屋

詳しぐは、設場税務課固定資

産税係(宮52-1111・舗U2041) 

までお問い合わせ〈ださい。

中途障害者作業
主施設設置等助成金

第 1種

施設や設備の設i重手に要する

費用の%-・・限度額は、中途障害

者 1人につき450)j円

副園周回--胞ロ幽掴.園岡田園田園圃圃幽 m ・ E 園園開司開園田-~ ~ ~...圃 a ・・回胆園田 E 圃・・-- - --幽園幽園欄・・--困層園田園冒圃田園田幽・園周司

新7ト情報です ~長浜町立図書館~

書名 著者弘会

Oハリー・ポッターともうひとりの魔法使いー ι

マ←ク・シャピロ定年後は

りなぜ、あの人は頭がよくはたらくのか

千葉康則

。前田利家とまっの生涯 童門冬三

O定午後はイキイキ人生 長寿社会文化協会編
O図解がんと免疫 ニュートン・プレス

-9 

主
恐がよくはたちくのか

手証厳1ii1

-g 
' E 
E 

~ 四国運輸局愛撰開運支局~

「自分の車は大丈夫JIまだ
まだ大丈夫」なrと思ッている
頃に、 トラブjしはやって来ます。

転ぽぬ先の点検整備こそ、車へ

のいたわりと愛情です。「円分

の車は自分で守る υ」の気持ち

がなければオーナ』・ドライノτー

としての責任を果たせません。

車の保守管理はドライパーの

責任です。

国土交通省及び四国j豆輸局で

は、関係団体協力のもと「平成

13年度自動車点検整備推進運重加

を、 9月、 10月の 2か月闘を重

点、期間として実施します。
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罵求由民謡岳部書断、 m
学生も加入む民軍金1三島霊曾

現在、私たちを取り巻く環境は決して安全とは吉

えませんし

学生の皆さんについても、スポ』ツ活動中の事故

や自動 Lj:Lやパイクの交通事故など、学生生活での事

故は干i々 増え続けてしミます。私だけは大丈夫という

保訂はどこにもありません。このようなときのため

に、国民年金には障害全礎年金があります。

また、学生の皆さんもやがては老徒を迎え、年金

生活にはしミることで Lょう。その時に受ける老齢、基

礎年金は、 20歳から60歳までの40年間加入すること

によって、初めて満額の年金が受けられることになっ

ています。

万一のため、 20歳になったら役場の国民年金保で加入手続をしましょう。また老後に備えて、

手続はお済みですか?

大学や専修学校に在学中の皆さん、国民年金の力11入了杭はお済みですかっ

「年金なんて、まだまだ先のこと・ーJI年金なんて関心ないリなどと考えていませんか。老後

は;ゼれにでも訪れます。まだな11人手続きの済んでいない学生の皆さん、今すぐ紅民主のある市町

村の国民年金係で、手枕をしましょうの

なお、本人に代わって両親が手続をすることもできます。

ん国民年金の加学生の皆

「
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醐
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長

連

合

た

か

ら

心

わ

れ

た

が

、

何

郷

隆

盛

の

一

違
約
で
前
者
の
会
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は
流
れ
、
長
州
一

一
坂
本
龍
馬
は
そ
の
後
わ
ず
か
一
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の
忽
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ま
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に

、
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。
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瓦
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を
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を
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一
「
友
達
を
信
ビ
ら
れ
ま
す
か
。
」

一
そ
う
聞
か
れ
る
と
、
私
は
悩
ん
で

一
し
ま
い
ま
寸
。
友
達
の
中
に
は
、

一
信
じ
ら
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
信
じ

一
ら
れ
な
い
人
も
い
る
か
ら
で
す
。

一
私
は
今
ま
で
、
友
達
の
こ
と
で
た

一
く
さ
ん
悩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

一
と
き
は
、
友
達
を
す
ご
く
う
ら
み

一
ま
し
た
。
も
う
、
そ
の
人
と
は
し
ゃ

一
べ
り
た
く
な
い
と
ま
で
思
い
ま
し

一
た
。

一
最
近
す
ご
く
つ
ら
い
こ
と
が
あ

一
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
の
か
ん
ち

一
が
い
か
ら
始
ま
り
、
私
は
、
数
人

.
の
人
か
ら
陰
口
を
一
百
わ
れ
る
よ
う

一
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
前
で
は
い

幽
い
顔
を
し
、
陰
で
は
悪
口
を
言
わ

一
れ
て
い
ま
し
た
。
知
る
前
か
ら
少

一

L
ず
つ
気
づ
い
て
は
い
た
け
れ
ど
、

一
確
信
し
た
と
き
は
、
つ
ら
く
て
つ

一
ら
く
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
ぴ
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
通
り
だ

一
授
業
も
出
ら
れ
な
い
く
ら
い
つ
ら
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
は
私
の
友
達
を

一
く
て
、
裏
切
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
悩
み
を
知
ら
な

一
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
い
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
か
先
生
の
話
を

一
で
も
、
そ
ん
な
私
を
助
け
て
く
聞
い
て
い
る
と
、
情
み
は
い
つ
の
ま
に

一
れ
た
の
は
、
一
人
の
先
生
で
し
た
。
か
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
り

一
私
の
話
を
、
ず
っ
と
黙
っ
て
聞
い
私
は
、
先
生
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う

一
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
生
は
、
と
、
な
ん
だ
か
気
が
楽
に
な
り
、
次
の

一
話
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
に
、
日
か
ら
、
い
つ
も
通
り
友
達
に
接
す
る

一
「
今
の
年
頃
の
友
達
っ
て
い
う
の
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
陰
口
を
一
百
っ
て

は
、
党
生
ら
の
友
達
っ
て
い
う
の
と
は

違
う
ん
よ
。
今
は
、
た
だ
請
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
だ
け
の
友
達
や
ろ
。
ど

う
し
て
も
、
人
の
志
口
、
と
か
を
一
一
二
日
い
た

く
な
一
っ
て
し
ま
う
ん
よ
。
で
も
今
は
つ

ら
い
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
そ
の
う
ち
お

互
い
悪
い
と
こ
ろ
の
言
い
合
え
る
、
信

じ
合
え
る
「
友
達
」
が
で
き
る
は
ず
よ
。
」

と
、
私
に
一
一
百
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
と
て

「友達」

一生われ一

一年間一一口一
一

E

坪一

交通事位、詐欺、脅しなどの犯罪の被害に遭い、

警察や拍察庁に訴えたが、検察-'j"¥'がその事件を起訴

してくれないしこのよろな不満をお持ちの方のため

に、特察審査会があります。お気中歪に士相談くださ

しミ o tl(用は無料で秘密は固く守られます。

Iお問い合わ世]大洲検察審査会事務局(大洲
|市大洲糾5:松山地方裁判所大洲支部内:告別-
2038)まで。
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龍
罵
の
故
郷
を
訪
ね
て

1
第
五
同
纏
馬
ク
ル

l
ジ
ン
グ
ー

七
日
川
二
十
一
日
、
「
第
五
回
龍
民
ク

ル
1
ジ
ン
グ
山
瀬
戸
内
」
ウ
ォ

1
ク
編

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
龍
馬
フ
ァ

ン
や
親
子
連
れ
な
ど
約

U
六
十
人
が
参

加
し
た
υ

こ
れ
は
、
近
代
日
本
の
誕
比
に
命
を

か
け
た
龍
馬
と
当
町
と
の
深
い
か
か
わ

り
を
再
認
識
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
c

参
加
者
は
、
龍
馬
の
故
郷
高
知
を
訪

ね
て
、
龍
馬
の
手
紙
な
ど
が
多
数
展
示

し
て
あ
る
佳
浜
の
県
立
坂
本
直
馬
記
念

館
と
坂
本
龍
馬
像
を
見
学
コ
そ
の
後
、

龍
馬
が
水
戸
藩
ト
い
と
将
ボ
の
日
本
を
語

り
合
っ
た
大
豊
町
の
「
旧
立
川
番
所
骨

院
」
を
訪
ね
な
。
見
学
先
で
は
、
愛
媛

龍
馬
会
顧
問
の
村
上
恒
夫
先
生
の
説
明

を
受
け
、
龍
馬
の
青
年
時
代
の
思
い
に

抽
れ
る
な
ど
、
売
実
し
た
夏
の
日
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
。

熱戦が展開されたソフトボール競技

六
十
八
チ
ー
ム
が
熱
戦
展
開

ー
町
民
鉢
育
祭

1

七
月
+
一
十
二
以
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
第
一
二
十
七
回
町

民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

、
一
王
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
O
i
郡
大
会
出
場
チ

1
ム
、
ム
不
八

幡
浜
地
方
大
金
出
場
チ
i
ム
)

〔
ソ
ウ
ト
ボ
ー
ル
】

(
部
〉
①
柴
②
白
滝
③
長
浜
・
沖
浦 大豊町旧立川番所書院の説明を行う村上先生

〈
二
部
〉
①
O
戒
川
②

O
沖
油
③
長
浜
・

今
坊〔バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

〈
男
子
〉

ω一C
大
和
②

O
柴
③
柿
生

〈
婦
人
〉
①

O
長
浜
②

C
櫛
生
③

O
今

功
〔
嬬
人
レ
ク
バ
レ

1
〕

①
長
浜
②
沖
浦
③
畏
茂

慎
重
に
そ
の
一
辛
を

ー
夏
季
囲
碁
大
会
1

八
月
十
二
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第

七
十
二
回
夏
季
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
愛
呼
者
二
十
ム
人
が
参
加

し
た
。盤
上
の
識
か
な
ゐ
戦
い
の
主
な
結
果

〔
ク
ロ
ッ
ケ

i
〕

〈
一
般
〉
①
古
黒
田
②
長
浜
③
出
海

〈
老
年
一
部
〉
①
古
威
川
A
②
黒
同

B

②
戒
川

B

〈
老
年
て
部
〉
①
古
沖
浦
B
⑬
櫛
生

B

④
戒
川

〔
ゲ
ー
ト
ポ
i
ル〕

①
長
浜
B
②
長
浜
A
③
今
坊
・
白
滝

ほ
次
の
と
お
り
。

A
級

〔
種
勝
〕
担
一
尾
博
承
(
松
山
市
)

〔
準
優
勝
〕
谷
岡
田
…
基
(
豊
茂
)

〔
第
三
位
〕
久
保
好
明
(
豊
茂
)

B
級

〔
優
勝
〕
安
、
水
徳
雄
(
松
前
町
)

〔
準
優
勝
〕
浅
井
守
(
沖
浦
)

【
第
三
位
}
中
田
正
直
(
上
老
松
)

(
敬
称
略
)

己記
11圏
雲置
自習

対局に臨む参加者

紫
陽
花
に
杖
を
あ
づ
け
て
句
碑
洗
ふ

宇
都
宮
恵
史
子

句
碑
の
苔
挽
ひ
流
し
て
新
た
な
り

河

野

友

石
段
を
を
り
き
っ
た
る
堂
涼
し

鎌

川

政

紫
陽
花
の
「
度
見
頃
よ
出
石
寺

神

西

光

紫
陽
花
の
見
頃
に
合
わ
せ
句
碑
洗
ふ

藤

岡

桜

子

紫
陽
花
や
句
碑
に
重
な
る
師
の
笑
顔

都

目

ま

さ

こ

花
泥
棒
に
警
告
も
あ
り
七
変
化

小

西

イ

セ

子

に
ぎ
や
か
に
介
護
実
習
蛙
の
夜

松

田

裕

子

紫
陽
花
や
石
仏
の
み
な
無
表
情

渡

辺

恭

一

紫
陽
花
や
心
は
一
つ
句
碑
洗
ふ

米

同

幸

市

紫
陽
花
を
パ
ッ
ク
仁
入
れ
て
ハ
イ
ポ
ー

ズ

菊

地

徹

H
出
海
短
歌
会

H

弟
の
霊
迎
へ
む
と
寄
り
合
ふ
て
釘
し
は

じ
め
の
灯
篭
吊
り
ぬ市l

見

朝

子

朝
の
窓
大
暑
の
風
の
流
れ
来
て
竜
馬
の

旅
の
疲
れ
癒
ゆ
る
も
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稲

田

都

年
毎
に
酷
暑
猛
暑
炎
暑
な
る
地
球
温
暖

化
空
恐
ろ
し
き

下

止

(

一

勝

都

赤
常
一
貫
一
円
と
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
咲
き
つ
ぎ

て
貧
し
き
庭
も
少
し
和
め
り

西

山

晶

子

急
ぎ
出
る
電
話
は
全
く
惜
え
な
き
名
を

告
げ
た
り
き
比
例
候
補
の

池

田

子子

~ 
乍T

子



ぐ
ち
町
内
小
午
校
水
泳
大
会
(
¥

七
日
二
十
四
日
、
長
浜
小
学
校
プ
ー

ル
で
、

f
l
成
十
三
一
年
度
長
浜
町
内
小
学

校
水
泳
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
お
も
な
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
じ晶

子

〔
ニ
十
五

m
自
由
型
〕
②
矢
野
慎
也

(
大
和
)
日
秒
7
②
菊
地
啓
良
(
些
茂
)

日
秒
8
③
城
一
戸
龍
太
(
櫛
生
)
日
秒
7

〔
五
十

m自
由
型
〕
仰
一
矢
野
慎
也
(
大

和
)
辺
秒
3
②
菊
地
啓
良
(
豊
茂
)
認

秒
7
③
城
戸
龍
太
(
櫛
生
)
ぬ
秒
8

【
E
m自
由
型
〕
④
玉
井
戸
一
不
浩
(
大
和
)

1
分

ω秒
4
②
福
岡
友
成
(
長
浜
)
1

分
出
秒
7
③
大
西
修
一
千
(
白
川
伺
)
1
分

お
秒
8

【
五
十

m平
泳
ぎ
}
①
村
上
心
(
柿
性
)

U
秒
6
②
徳
田
真
彦
へ
大
和
)
日
秒
0

③
神
田
陵
志
(
長
浜
)
日
秒
ら

〔百

m平
泳
ぎ
】
①
村
上
心
(
櫛
生
)

1
分
社
秒
1
②
徳
田
五
彦
(
大
和
)
1

分
日
秒
0
③
徳
山
且
(
白
滝
)
1
分
日

秒
4
〔
五
十

m
背
泳
ぎ
〕
①
山
下
洋
平
(
長

浜
)
羽
秒
9
②
宇
都
宮
聡
(
大
和
)
日

秒
7
③
山
中
康
生
(
柴
)
弘
秒
8

【
二
十
五

mJバ
タ
フ
ラ
イ
〕
①
玉
井
口
川

浩
(
大
和
)
回
秒
5
②
塚
井
伸
平
(
出

i 福重皆様泊予官約伊tiI-~
i声〕白白、指o~xo'Xxo:x' K();、。μ円、七六バ戸 くρ¥-;白0);三柑>>;.，河村向

たいき l 

i久保夫紀ちゃん(今坊): 

くと
れ思お
れつお
ばてら
うし、カミ
オしまに
しす
し、。 I

で干ー
す;五世
よネ己
くに
ぴ) :]3] 
びば
のた
びい
とて

E 平成12年9月5日生まれ 育ほ.
っし;

(父ニ広行さん・母±治美さん) てい 目

海
)
日
秒
6
③
玉
井
章
裕
(
櫛
牛
)
乱

秒
1
〔
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
〕
①
塚
井
伸
平

(
出
海
)
日
秒
0
②
宮
本
泰
典
(
大
和
)

臼
秒
5
③
明
判
亮
(
長
浜
)
臼
秒
9

内
七
+
五

m姻
人
メ
ド
レ
ー
〕
①
山
下

洋
平
(
長
浜
)
1
分
U
秒
1
②
主
井
章

裕
(
櫛
生
)

1
分
凶
秒
2
③
龍
山
U

(ι

円
滝
)
1
分
小
川
秒
6

{
百
五
十

mメ
ド
レ
ー
り
レ
i
〕
①
長

浜
2
分
団
秒
5
∞
-
大
和
2
分
出
秒
6

【
二
百

mリ
レ

i
〕
①
大
和
2
分
部
秒

3
②
櫛
生
2
分
日
目
秒
2
③
出
海
2
分
日

秒
4女

子

【
一
一
+
五

m
自
由
型
〕
①
岡
山
菜
拍

(
長
浜
)
日
秒
3
②
後
藤
愛
香
(
喜
多

灘
)
M
秒
7
③
菅
野
里
美
(
長
浜
)
日

秒
7
【
五
十

m自
由
型
〕
①
岡
山
菜
摘
(
長

一
次
)
お
秒
3
②
後
藤
愛
香
(
喜
多
難
)

幻
秒
7
③
矢
野
元
麻
里
(
長
浜
)
羽
秒

1 
〔百

m自
由
型
〕
①
菅
野
里
美
(
長
浜
)

1
分
お
秒
5
②
菊
岡
紗
恵
子
(
豊
茂
)

1
分
出
秒
7
③
泉
桃
忠
(
柴
)
1
分
話

秒
4
〔
五
十

m
平
泳
ぎ
〕
①
稲
津
今
日
子

(
長
浜
)
日
目
秒
6
②
宮
下
友
甲
一
(
戒
川
)

必
秒
8
③
渡
辺
伊
代
(
白
滝
)
的
秒
5

【吉

m平
泳
ぎ
〕
一
冊
一
束
祥
代
(
長
浜
)

1
分
引
秒
6
②
渡
辺
伊
代
(
白
滝
)
1

分
組
秒
9
①
)
宮
下
友
里
(
戒
川
)
1
分

只
u
h
y
l
L

A
吐

z
f
一一

【
五
十

m
背
泳
ぎ
〕
小
東
祥
代
(
長
浜
)

川町秒
6
②
九
日
目
絢
香
(
長
浜
)
ゆ
秒
7

③
森
一
愛
(
山
滝
)
U
秒
7

〔
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
〕
①
稲
津
ム
J

U
子
(
長
浜
)
口
秒
9
∞
堀
井
ま
な
つ

(
長
浜
)
幻
秒
9
③
尾
上
恵
美
(
出
海
」

2
b
l
 

つ
ム
イ
ホ
1
，，
A

〔
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
〕
①
津
田
絵
美

(
長
浜
)
認
秒
9
②
一
一
円
佳
恵
一
長
一
山
)

必
秒
1
③
尾
上
恵
美
(
出
海
)
叩
秒
4

〔
七
十
五

m個
人
メ
ド
レ
ー
}
①
津
出

絵
美
(
長
浜
)
1
分
7
秒
9
②
堀
井
ま

な
つ
(
長
浜

)
1
分
口
秒
1
一
泊
森
泣

(
白
滝
)
1
分
四
秒
1
7

〔
百
五
十

mメ
ド
レ
ー
り
レ
l
〕
①
長

浜
2
分
比
秒
1
⑦
大
和
2
分
仕
秒
5
③

白
滝
2
分
羽
秒
5

〔
二
百

m
リ
レ

i
〕
①
長
浜
2
分
幻
秒

1
⑦
喜
多
灘
2
分
四
秒
6
③
櫛
生
3
分

1
秒
3
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‘2001 9月15日'"1 0月14日

建きらしの汐ルシダー
日 曜日 ~.了- 事 名 場 所 時 間

第20団長浜町幼児まつり
長浜中学校 8:50-12:00 

17 月
結核・肺がん検診

今坊しおさい館 10:30-11 :30 
沖浦公民館 13:00-14:00 

18 火 風疹予防接種 保健センター 13:00-13:30 

20 木 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 9:00-11:30 

基本健診腹部超音波検診

25 火 胃がん検診友び大腸がん検 出海公民館 8:30-11:00 
診容器回収

28 金 結核・肺がん検診
柴公民館 10:30-11 :30 
白滝公民館 13:00-14:30 

10/1 月 結核・肺がん検診
棺性樹止センター 10:00-11 :30 
出海公民館 13:00-14:30 

基本健診腹部超音波検診

4 木 胃がん検診友ぴ大腸がん検 控性樹止センター 8:30-11:00 
診容器回収

基本健診腹部超音波検診

9 火 胃がん検診及び大腸がん検 大和公民館 8:30-11:00 
診容器回収

10 水 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 10:00-15:30 

11 木 胃がん及び腹部超音波検診 保健センター 7:00-9:00 

育児サークル 10:00-11 :30 

12 金
歯科相談

保健センター
10:00-11 :30 

離乳食講習 10:00-12:00 
乳児健診 13:00-13:30 

立春から数えて210日目が二百十日である。
今年は、 9月 1日がその日に当たる。
徳川幕府の暦編纂係、保井春海が、品川

沖で釣りをしようと出かけた。 その時、老

漁師が海上の一点、の雲 を指差して、「今日は、

立春から数えて二百十日に当たるが、 50年
来の体験によると、このような時は午後か

ら大荒れになるので、釣りに出るのはおや

めなさい。」といった。果たして、その日大

暴風雨になったという。後に、春海が、「貞

享暦」を書いた際、このことを暦の中に揚

げ、人の口にのぼるようになった。

台風は、南洋や南支那海などで発生した

熱帯低気圧の一種だが、 9月ごろ日本に接
近し上陸する確率が高u、。そして、大きな

被害を残していく 。

また、大正12年(1923) 9月 1日午前11
時58分に関東大震災が起きた。 ちょうど昼
前だったこ とも災害を大きくした。火災が

各地で発生し、東京だけで死者 6万 8千人、

行方不明者 3万 9千人、負傷者 4万 2千人

という被害を残した。

9月も、悪いことばかりではない。 陰暦の
8月15日は中秋の名月、芋名月である。 月
見団子にイモ、 クリ、お神酒を供える習慣

は、少なくなってきたが、「イモたき」をし

て名月を肴に、いっぱいやるの もいいもの

である。

秋も次第に深まり、食欲の秋、読

スポーツの秋といろいろ言われる。

の秋は、とーの秋ですか。

~σコ手火、

あなた

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

白

滝

上
満

ひ
ろ
こ

拡
子

お
〈
や
み

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

上

老

松

メ

(九
九
)

穂

積

毅

(六
O
)

柴

吉
(
八
五
)

櫛

生

ノ

(

八

九
)

櫛

生

ツ

ヤ

子

(八
こ

白

滝

熊

太

郎

(八
二
)

下
須
戒

ト
シ
コ

(七
五
)

豊

茂

政

清

(八
O
)

白

滝

均

(九
五
)

長

浜

園

子

(

五

九
)

下

須

戒

秀

雄

(
六
二
)

白

滝

上

ミ

ツ

コ

(八
七
)

一
訂
正
・:
本
紙
八
月
号
十
八
ペ
ー
ジ
…

一
の
戸
籍
関
係
記
事
中
、

「
小
谷
由
彦
」
…

一
と
あ
る
の
は
「
小
山
由
彦
」
、
「
上
…

一
回
秋
太
郎
」
と
あ
る
の
は
「
上
田

…

一
秋
三
郎
」
の
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
で
し

…

一
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

山楠菊池藤津泉冨菊井中

田川田野本下測井原永地上

ト留贋コ

畠
輝

O車|こ乗ったら必すシート
ベルトとチャイルドシー

し 卜を。

0お年寄りに優しい運転を
心がけましょう。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

地
域
の
話
題
や
、
珍
し
い
現
象

・

あ
る
瞬
間
の
写
真
な
ど
お
気
軽
に

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

投
稿
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
総
務
課
情
報
管
理
係

(下
記
)

ま
で
。

人口・世帯数のうごき

7月末現在 前月との比較

9，657人 13人減
人 口 (男 4，563人) (男 9人減)

女 5，094人 女 4人減

世帯数 3，608世帯 2世帯減
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